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３
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岡
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佐賀市議会HP

第24回佐賀城下ひなまつり（令和6年2月10日～3月20日）

令和５年11月定例会

2

15 本会議を傍聴してみませんか？

補正予算・条例等18議案を可決

14 佐賀市議会の新しい構成

4 常任委員会の審査報告

■一般質問に２６名の議員が登壇
6 「市政 ここが聞きたい」

★リ
ニューアル★

挑戦中
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補正予算・条例等18議案を可決補正予算・条例等18議案を可決
☆
豪
雨
等
災
害
関
連
経
費

42
億
１
２
０
４
万
円

・
７
月
豪
雨
お
よ
び
台
風
６
号
に
係

る
災
害
関
連
経
費

☆
地
方
創
生
移
住
支
援
事
業

３
７
３
０
万
円

・
東
京
圏
ま
た
は
県
外
か
ら
佐
賀
市

に
移
住
し
、
就
業
、
起
業
等
を
し

た
者
へ
の
支
援
金
の
交
付
に
要
す

る
経
費

★
農
業
用
施
設
・
設
備
等
被
災
者

　
支
援
事
業    　
　

 

１
１
０
５
万
円

・
７
月
豪
雨
等
に
よ
り
農
業
用
施
設
・

設
備
等
の
被
害
を
受
け
た
農
業
者

に
対
す
る
補
助
経
費

☆
大
隈
重
信
記
念
館
改
修
事
業

２
５
１
８
万
円

・
大
隈
重
信
記
念
館
の
外
壁
改
修
工

事
に
要
す
る
経
費

☆
障
害
児
通
所
支
援
事
業

３
億
５
４
６
４
万
円

・
障
が
い
児
へ
の
日
常
生
活
の
基
本

的
動
作
の
指
導
、
集
団
生
活
へ
の

適
応
訓
練
等
を
行
う
通
所
施
設
に

対
す
る
給
付
経
費

☆
指
導
用
教
科
書
等
購
入
経
費

１
億
４
５
２
８
万
円

・
小
学
校
用
教
科
書
の
全
面
改
訂
に

伴
う
電
子
黒
板
用
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
の
更
新
お
よ
び
教
師
用
指
導
書

の
購
入
に
要
す
る
経
費

★
住
民
税
非
課
税
世
帯
生
活
支
援

　
給
付
金
支
給
事
業

　
20
億
４
５
３
万
円

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
等
の
物
価

高
騰
に
よ
る
家
計
へ
の
影
響
が
特

に
大
き
い
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

対
し
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目

的
と
し
た
給
付
金
を
支
給
す
る
た

め
の
経
費

☆
プ
レ
ミ
ア
ム
付
電
子
地
域
振
興
券

発
行
事
業　
　

  

２
億
５
５
０
万
円

・
市
内
に
お
け
る
消
費
需
要
を
喚
起

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
等
の

物
価
高
騰
に
直
面
す
る
事
業
者
等

の
支
援
を
行
い
、
消
費
の
下
支
え

を
通
じ
た
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
市
内
登
録
店
で
利
用

で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
電
子
地
域

振
興
券
を
発
行
す
る
た
め
の
経
費

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正

・
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

出
産
す
る
被
保
険
者
に
係
る
産
前
産

後
期
間
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
税

の
軽
減
措
置
を
導
入
す
る
も
の

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

改
正

・
人
事
院
等
の
勧
告
に
鑑
み
、
職
員

等
の
給
与
を
改
定
す
る
も
の

　
11
月
定
例
会
は
11
月
29
日
に

開
会
し
、
12
月
20
日
に
閉
会
し

ま
し
た
。
補
正
予
算
４
件
、
条

例
７
件
、
一
般
７
件
の
計
18
議

案
お
よ
び
意
見
書
１
件
を
全
て

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

可
決
し
た
補
正
予
算
の
総
額

は
約
79
億
９
３
０
０
万
円
で
、

補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
約

１
１
８
７
億
３
０
０
０
万
円
と
な

り
、
前
年
度
同
期
に
比
べ
５・８

％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

★
は
新
規
事
業

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

議案等の審議結果議案等の審議結果
議案番号 議　　案　　名 審議結果
99 一般会計補正予算（第８号） 補正額 ５４億３，８９２万円

全会一致で
可決

100 国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 補正額 △１，４７２万円
101 国民健康保険診療所特別会計補正予算（第２号） 補正額 ２０７万円
102 職員の給与に関する条例等の改正
103 個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の改正
104 屋外広告物条例の改正
105 廃棄物の減量推進及び適正処理等に関する条例の改正
106 国民健康保険税条例の改正
107 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の改正
108 公民館職員の給与等に関する条例の改正
109 脊振共同塵芥処理組合の共同処理する事務及び規約の変更
110 佐賀駅東自転車駐車場等の指定管理者の指定 特定非営利活動法人佐賀中部障がい者ふくしネット
111 健康運動センターの指定管理者の指定 サガン・ドリームス／健康科学研究所／古賀商事　グループ
112 市道路線の認定 川久保中線ほか７路線
113 （仮称）本庄こども園新築（建築）工事請負契約の一部変更
114 健康運動センター災害復旧工事請負契約の一部変更
115 財産の取得
116 一般会計補正予算（第９号） 補正額 ２５億５，３４７万円
意見書 屋久島沖での米軍オスプレイ墜落事故に関する意見書	 	

大隈重信記念館（佐賀市水ケ江）

屋久島沖での米軍オスプレイ墜落事故に関する意見書
意見書第4号

屋久島沖での米軍オスプレイ墜落事故に関する意見書

　今般、令和５年１１月２９日に鹿児島県屋久島の沖合において、米空軍横田基地所属のＣＶ－
２２オスプレイ１機が墜落し、乗員が死亡する重大な事故が発生した。
　この事故でお亡くなりになった方の御冥福を心よりお祈り申し上げるとともに、御遺族及び関係
者の皆様に対し、哀悼の意を表する。
　本市議会としては、オスプレイの運用に際しては、安全性の確保は、特に重要なものと考えている。
　よって、下記のとおり対応するよう要請する。

記

１　今回の事故の経緯を明らかにするとともに、原因究明を行い、再発防止を図ること。
２　今回の事故の経緯、原因、再発防止策等に関する情報を速やかに本市に提供すること。
３　オスプレイについて、安全対策を徹底するとともに、事故防止に万全の措置を講じること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　令和５年１２月２０日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐　賀　市　議　会

　宛

条
例
等
の
主
な
も
の

特別委員会の設置
11 月定例会で、新たに２つの特別
委員会が設置されました。

中核市移行に関する調査特別委員会
【所管事項】
中核市移行に関する諸種
調査

九州新幹線整備に関する調査特別
委員会
【所管事項】
九州新幹線西九州ルートの
整備に関する諸種調査

―特別委員会とは―
特定の事件、重要な問題の審査など、
議会が特に必要と認めるとき、その
案件ごとに設置する委員会です。

※議会構成は、14 ページをご覧く
ださい。

衆 議 院 議 長
参 議 院 議 長
内 閣 総 理 大 臣
外 務 大 臣
防 衛 大 臣
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総
務
委
員
会

経
済
産
業
委
員
会

福
祉
教
育
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

佐賀市へようこそ
誰もが電子券を購入したくなるよう、
十分なデジタルデバイド対策を！

（参考）保険税免除月について

常任委員会の審査報告 常任委員会では、本会議から付託された議案や請願などについて詳しく審査を行っています。
11 月定例会の審査内容を紹介します。

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
佐
賀
市

実
行
委
員
会
負
担
金

〔
説
明
〕
移
住
・定
住
の
促
進
と
中
小
企
業

等
の
人
材
不
足
解
消
を
目
的
に
、本
市
へ

の
移
住
者
に
支
援
金
を
交
付
す
る
事
業
と

し
て
行
っ
て
い
る
。東
京
圏
か
ら
の
移
住

を
図
る
国
の
制
度
と
東
京
圏
以
外
か
ら
の

移
住
を
図
る
県
の
制
度
の
２
種
類
あ
り
、

市
の
負
担
は
事
業
費
の
４
分
の
１
で
あ

る
。

〔
質
問
〕
事
業
の
実
績
は
ど
う
か
。

〔
答
弁
〕
令
和
４
年
度
の
実
績
は
14
世
帯
、

29
人
で
あ
る
。
今
年
度
は
９
月
末
の
時
点

で
11
世
帯
25
人
が
移
住
し
て
お
り
、
今
年

度
全
体
で
は
64
世
帯
、
１
３
０
人
の
移
住

を
見
込
ん
で
い
る
。

〔
質
問
〕
下
半
期
の
申
請
を
多
く
見
込
ん

で
補
正
予
算
を
提
出
し
て
い
る
が
、こ
の

〔
質
問
〕
本
年
７
月
豪
雨
等
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
件
数
は
、８
３
３
件
を
把
握
と

の
こ
と
だ
が
、そ
の
う
ち
何
件
が
補
助
の

対
象
と
な
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
今
回
の
予
算
で
は
、
営
農
再
開
・

草
勢
樹
勢
回
復
等
被
害
対
策
事
業
２
５
７

件
、
農
業
用
施
設
・
設
備
等
被
災
者
支
援

事
業
29
件
が
対
象
。

〔
意
見
〕
災
害
が
増
加
す
る
中
、農
業
者
へ

の
支
援
を
手
厚
く
し
な
い
と
、被
災
で
離

農
者
が
出
る
と
思
わ
れ
る
。離
農
へ
の
対

策
と
し
て
、市
独
自
で
も
予
算
措
置
の
検

討
を
。

〔
質
問
〕
デ※
1

ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
と
し

て
、プ
レ
ミ
ア
ム
付
電
子
地
域
振
興
券
の

利
用
方
法
の
動
画
等
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
広
く
周

知
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
。

〔
答
弁
〕
対
面
型
の
相
談
窓
口
の
設
置
と

併
せ
、
そ
こ
に
行
か
な
く
て
も
操
作
で
き

る
よ
う
、操
作
方
法
の
動
画
等
を
準
備
し
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
広
く
周
知
し
た
い
。

〔
意
見
〕
情
報
技
術
に
不
慣
れ
な
方
へ
の

対
応
を
も
っ
と
工
夫
し
て
ほ
し
い
。

〔
質
問
〕
シ
ス
テ
ム
開
発
費
が
不
要
な
ら
、

運
用
に
つ
い
て
は
入
札
す
る
方
が
委
託
費

は
下
が
る
の
で
は
。

〔
答
弁
〕
金
額
面
の
み
で
な
く
、
利
用
者

側
の
操
作
や
事
業
者
側
の
対
応
な
ど
も
留

意
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
点
に
も
配
慮
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

〔
説
明
〕
出
産
す
る
被
保
険
者
の
所
得
割

保
険
税
お
よ
び
均
等
割
保
険
税
を
免
除
す

る
規
定
を
追
加
す
る
も
の
。

〔
質
問
〕
免
除
申
請
は
い
つ
ま
で
に
行
え

ば
い
い
の
か
。

〔
答
弁
〕
出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら

申
請
可
能
。
申
請
が
遅
れ
、
す
で
に
保
険

税
を
納
付
済
み
の
場
合
で
も
、
還
付
と
い

う
形
で
遡
っ
て
対
応
で
き
る
。

〔
内
容
〕
民
間
活
力
の
活
用
な
ど
公
共
施

設
の
柔
軟
な
管
理
運
営
方
法
に
対
応
す
る

た
め
、官
公
署
等
に
つ
い
て
、屋
外
広
告
物

の
表
示
等
に
係
る
制
限
を
見
直
す
も
の
。

〔
説
明
〕
佐
賀
市
営
自
転
車
駐
車
場
の
指
定

管
理
者
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
指
定
す
る
も
の
。

〔
質
問
〕
雇
用
さ
れ
て
い
る
障
が
い
の
あ

る
方
に
つ
い
て
、賃
金
の
格
差
を
市
は
把

握
し
て
い
る
か
。

〔
答
弁
〕
賃
金
は
清
掃
や
料
金
徴
収
な
ど
、

職
務
内
容
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

〔
意
見
〕
賃
金
に
関
し
て
公
平
さ
が
保
た

れ
る
よ
う
、市
が
し
っ
か
り
と
チ
ェ
ッ
ク

し
て
ほ
し
い
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

〔
説
明
〕
嘉
瀬
地
区
多
目
的
広
場
整
備
事

業
に
係
る
用
地
６
７
２
５
㎡
を
取
得
す
る

も
の
。

〔
質
問
〕
平
米
当
た
り
の
単
価
は
。

〔
答
弁
〕
６
４
０
０
円
で
あ
る
。

〔
説
明
〕
工
事
請
負
契
約
に
お
け
る
、工
期

の
延
長
と
契
約
金
額
の
増
額
を
行
う
も

の
。

〔
質
問
〕
令
和
６
年
４
月
１
日
の
開
園
に

影
響
は
な
い
の
か
。

〔
答
弁
〕
予
定
ど
お
り
、
４
月
１
日
に
は

開
園
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

〔
質
問
〕
玄
関
ド
ア
の
自
動
化
や
、園
舎
へ

の
地
下
ピ
ッ
ト
の
増
設
が
必
要
と
判
断
し

た
理
由
は
何
か
。設
計
の
時
点
で
判
断
で

き
な
か
っ
た
の
か
。

〔
答
弁
〕
自
動
ド
ア
は
、
園
児
の
安
全
性

や
防
犯
対
策
等
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
地
下
ピ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
将
来
の

維
持
管
理
が
容
易
に
な
る
と
判
断
を
し

た
。
両
方
と
も
実
施
設
計
の
段
階
で
考
慮

し
て
お
く
べ
き
内
容
だ
っ
た
と
考
え
て
い

る
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

一
律
５
０
０
円
か
ら
、１
５
０
０
円
以
内
で

品
目
ご
と
に
定
め
る
額
に
改
定
す
る
も
の

（
左
上
図
参
照
）。

〔
内
容
〕
粗
大
ご
み
の
処
理
手
数
料
を
、

理
由
は
な
に
か
。

〔
答
弁
〕
県
の
制
度
へ
の
申
請
が
多
く
、

現
在
予
算
不
足
で
申
請
の
受
付
を
止
め
て

い
る
。
相
談
・
問
い
合
わ
せ
も
多
く
、
今

後
も
申
請
が
増
え
る
と
見
込
ま
れ
る
た

め
。

〔
質
問
〕
経
費
の
内
訳
の
大
半
が
ロ
ー
イ

ン
グ
（
ボ
ー
ト
競
技
）関
連
と
な
っ
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
。

〔
答
弁
〕
競
技
会
場
で
あ
る
し
ゃ
く
な
げ

湖
は
、
出
水
期
等
の
水
位
変
動
に
対
応
す

る
仮
設
物
の
設
置
が
必
要
に
な
る
な
ど
、

運
営
経
費
が
高
く
な
る
た
め
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

補

委員会で審査した議案委員会で審査した議案

委員会で審査した議案
委員会で審査した議案

●一般会計補正予算（第８号）( 所管分 )
●国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）
●国民健康保険診療所特別会計補正予

算（第２号）
●佐賀市特定教育・保育施設及び特定

地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の改正

その他３件

●一般会計補正予算（第８号）( 所管分 )
　▶ 急傾斜地崩壊防止事業
　▶ 災害関連地域防災がけ崩れ対策事業
　▶ 公共土木施設災害復旧事業 　ほか
●脊振共同塵芥処理組合の共同処理す

る事務及び規約の変更
●市道路線の認定

その他 4 件

●一般会計補正予算（第８号）( 所管分 )
●職員の給与に関する条例等の改正
●個人番号の利用及び特定個人情報の

提供に関する条例の改正
●公民館職員の給与等に関する条例の

改正   　　　　　　　　　　　

その他３件

●一般会計補正予算（第８号）( 所管分 )
　▶ 大隈重信記念館事業
　▶ 農業振興事業
　▶ 農地・農業用施設災害復旧事業　

　ほか
●一般会計補正予算（第９号）( 所管分 )
　▶ 商業政策事業　ほか

定
住
促
進
事
業

農
業
振
興
事
業

商
業
政
策
事
業

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正

屋
外
広
告
物
条
例
の
改
正

財
産
の
取
得

（
仮
称
）本
庄
こ
ど
も
園
新
築（
建

築
）
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

廃
棄
物
の
減
量
推
進
及
び
適
正

処
理
等
に
関
す
る
条
例
の
改
正

佐
賀
駅
東
自
転
車
駐
車
場
等
の

指
定
管
理
者
の
指
定

補補補

補 は「一般会計補正予算」です。補 は「一般会計補正予算」です。

※１　デジタルデバイド…情報通信技術を使える人と使えない人
との間に生じる格差
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一般質問「市政 ここが 聞きたい」
議会動画配信

1 松永 憲明
（ネットワーク佐賀）

◎教員の欠員状況の根本的問題とその解決に
ついて

▶ ８名超の特別支援学級編制の在り方について
▶ 部活動の地域移行への取組について

2 江頭 弘美
（自民さが）

◎立地適正化計画について

3 藤田 佳典
（ネットワーク佐賀）

◎デジタル地域通貨について
▶ 佐賀市を舞台とした映画制作における市の

対応について

4 村岡　卓
（公明党）

▶ 災害後の対応について
◎不登校対策について

5 永渕 史孝
（自民政進会）

▶ 地域と学校の協働活動について
◎デザインマンホールについて
▶ コミュニティカフェについて

6 山田 誠一郎
（ネットワーク佐賀）

7 堤　正之
（自民政進会）

◎佐賀唐津道路の整備促進について
▶ 新教育長の方針を問う

8 嘉村 弘和
（自民政進会）

◎コンパクトシティに向けた取組について
▶ 交通局舎建て替えについて

9 西岡 真一
（自民清流）

◎学校給食におけるアレルギー対応について
▶ 人口減少問題について
▶ 立地適正化計画について

10 千綿 正明
（自民さが）

▶ 防災対策について
▶ＬＧＢＴ理解増進法に対する佐賀市の対応

について
▶ ＤＸの推進体制について
▶ 外国人の年金の脱退一時金について 
◎小学生の送迎の問題について

11 野中 宣明
（公明党）

◎佐賀市南部地域のまちづくりについて
▶ 中学校の部活動について

12 諸冨 八千代
（自民政進会）

▶ 新教育長に問う
▶ 部活動の地域移行について
◎生理の貧困について

13 中野 茂康
（緑楠自民）

◎２０２３佐賀インターナショナルバルーン
フェスタについて

▶ 農業振興について
▶ 漁業振興について

14 川﨑 健二
（自民さが）

◎佐賀市の学校教育の現状と課題を問う
▶ 佐賀駅周辺の駐車場、駐輪場について

15 稲葉 嵩広
（自民さが）

▶ 市が管理する道路の維持・修繕について
◎市職員の人材育成について

16 中島 妙子
( 公明党 )

◎人と犬や猫などの動物が共生する社会につ
いて

▶ 帯状疱疹ワクチンについて

17 福井 章司
（自民政進会）

◎ＧＩＧＡスクールについて
▶ 松原公園整備について
▶ カラス対策について

18 江口 善己
（ネットワーク佐賀）

◎道路行政について
▶ 市の花「サクラ」について

19 富永 明美
（ネットワーク佐賀）

◎子どもの医療費助成制度の拡充について
▶ 老人福祉センターについて
▶ 大谷翔平選手からのグローブ寄贈について

20 山下 明子
（市民共同）

◎佐賀空港への自衛隊・オスプレイ配備計画
について、市長の見解を問う

▶ こどもの権利条例制定を～こどもを主体と
した条例についての市の認識を問う▶加齢性
難聴者の補聴器購入への助成を▶原子力防災
訓練を踏まえ、原子力災害時の対応について

21 重松　徹
（自民清流）

◎水道料金の格差是正について
▶ 年収の壁の問題について

22 中村 宏志
（公明党）

◎市有地や公園・広場等の利活用について

23 御厨 洋行
（自民清流）

◎神野公園再整備計画について
▶ 佐賀インターナショナルバルーンフェスタ

について
▶ シティプロモーションについて

24 宮﨑　健
（自民さが）

◎公共交通の在り方について
▶ ＳＡＧＡタベスケについて

25 平原 嘉德
（自民清流）

◎本市の人口減少の状況とその対応について
▶ 保育行政について
▶ 市長の政治姿勢について

26 川副 龍之介
（自民さが）

◎中小企業・小規模事業所への支援について 
▶ 子育て支援について

27 黒田 利人
（緑楠自民）

◎島義勇公の功績をたたえる施策について
▶ 丹宗新教育長に問う

議員名の番号は、質問順、（　）内は会派名、掲載は大項目のみです。
◎がついている項目は、次ページ以降に質問と答弁の概要を掲載し
ています。

教員欠員の根本問題の解決を !!

デジタル地域通貨の導入はあるのか

子どもに応じた多様な学びの受皿を

立地適正化計画！なぜ、今策定

（ネットワーク佐賀）

松
まつなが

永  憲
けんめい

明 1

（自民さが）

江
え

頭
がしら

  弘
ひろ

美
み 2

（ネットワーク佐賀）

藤
ふじ

田
た

  佳
よしのり

典 3

（公明党）

村
むらおか

岡  卓
たかし 4

お母さん、まだ休まないの？

がばいサカえーる Pay
スマートフォンアプリ

立地適正化計画の概要

すべての子どもたちに学びの
機会をつくるために

問　

年
度
当
初
か
ら
20
名
以
上
の

教
員
の
欠
員
が
続
き
、
補
充
が
で
き

て
い
な
い
な
か
で
①
教
員
の
仕
事
が

特
に
魅
力
的
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
根
本
的
原
因
は
②
特
別
支
援

学
級
の
人
数
が
増
え
学
級
増
と
な
っ

て
い
る
要
因
は
何
か
③
協
力
共
同
の

職
場
体
制
を
含
め
た
働
き
方
改
革
を

ど
う
進
め
る
か
。

答
　
①
国
民
の
考
え
方
や
価
値
観

が
多
様
化
す
る
中
、
魅
力
的
な
仕

事
で
は
あ
る
が
多
忙
で
時
間
外
勤

務
が
多
く
保
護
者
対
応
が
大
変
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
人
が
集

ま
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
と
考
え

る
②
特
別
支
援
教
育
に
対
す
る
理

解
が
深
ま
り
、
子
ど
も
の
特
性
に

応
じ
た
学
び
へ
の
思
い
が
尊
重
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
③
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
利
活
用
に
よ
り
子
ど
も
と
触

れ
合
う
時
間
を
生
み
出
す
こ
と
や
、

教
職
員
が
互
い
に
得
意
分
野
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
手
助
け
を
行
い
、
相

談
が
で
き
る
よ
う
な
職
場
環
境
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

問　
①
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
経
済
の

活
性
化
を
目
的
と
し
た
本
市
の
取
り

組
み
は
②
が
ば
い
サ
カ
え
ー
る
Ｐ
ａ

ｙ
が
与
え
た
経
済
効
果
は
③
デ
ジ
タ

ル
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化

の
取
り
組
み
は
④
デ
ジ
タ
ル
地
域
通

貨
の
導
入
は
今
後
考
え
ら
れ
る
も
の

な
の
か
。

答
　
①
が
ば
い
サ
カ
え
ー
る
地
域

振
興
券
発
行
事
業
を
実
施
。
今
後
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還

元
事
業
を
実
施
予
定
②
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
来
客
数
や
売
上
の
減
少
の
抑
止

に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
認
識
③

佐
賀
市
公
式
ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
に
搭

載
の
「
と
ぴ
っ
く
タ
ウ
ン
」
に
お
い

て
、
校
区
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

情
報
な
ど
を
配
信
中
。
今
後
、
利
用

者
が
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
に
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
等
を
入
力
し
た
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
ポ
イ
ン
ト
が

付
与
さ
れ
る
機
能
追
加
を
検
討
中
④

先
進
事
例
の
情
報
を
収
集
し
、調
査
、

研
究
を
進
め
た
い
。

問　
国
は
今
年
３
月
、
不
登
校
に
よ

り
学
び
の
場
を
確
保
で
き
な
い
子
ど

も
た
ち
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指

し
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
L
Ｏ
プ
ラ
ン
を
発
表

し
た
。
①
佐
賀
市
の
現
在
の
取
り
組

み
と
の
関
連
は
②
市
と
し
て
不
登
校

対
策
の
基
本
指
針
を
明
確
に
定
め
る

べ
き
で
は
③
不
登
校
特
例
校
設
置
の

検
討
は
。

答
　
①
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
の

３
つ
の
目
指
す
姿
を
念
頭
に
置
き
、

不
登
校
対
策
の
取
り
組
み
を
充
実

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
本
市
の
取

り
組
み
で
は
、
別
室
登
校
支
援
、

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
学

校
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
、
保
護

者
と
の
意
見
交
換
、
学
校
評
価
を

活
用
し
た
学
校
づ
く
り
な
ど
が
あ

る
②
不
登
校
対
策
の
取
り
組
み
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
大
切
。
今

後
は
対
策
の
全
体
像
が
誰
に
で
も

分
か
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

た
い
③
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

教
育
を
受
け
る
場
を
提
供
し
て
い

る
。
不
登
校
特
例
校
に
つ
い
て
も

研
究
し
た
い
。

問　
佐
賀
市
は
、
合
併
時
の
新
市
建

設
計
画
や
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画

等
、
都
市
政
策
計
画
を
全
国
に
先
駆

け
て
施
行
し
て
き
た
。
令
和
６
年
度

計
画
予
定
の
立
地
適
正
化
計
画
は
、

都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
改
正
で
９

年
前
か
ら
各
自
治
体
が
取
り
組
ん
で

い
る
。
な
ぜ
、
今
ま
で
計
画
が
な
さ

れ
な
か
っ
た
の
か
。

答
　
立
地
適
正
化
計
画
は
市
街

化
区
域
内
に
居
住
誘
導
区
域
と
都

市
機
能
誘
導
区
域
を
設
定
し
、
居

住
や
民
間
施
設
の
立
地
を
緩
や
か

に
誘
導
し
、
市
街
地
の
空
洞
化
を

抑
制
す
る
も
の
。
本
市
の
市
街
化

区
域
は
佐
賀
駅
を
中
心
に
４
㌖
四

方
の
区
域
と
諸
富
、
大
和
の
一
部

の
み
で
全
国
的
に
も
コ
ン
パ
ク
ト

な
市
街
地
で
形
成
さ
れ
、
す
ぐ
に

計
画
策
定
を
と
い
う
状
況
で
は
な

か
っ
た
が
、
人
口
減
少
、
高
齢
化

の
進
行
に
よ
り
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
た
め
、
令
和
４
年
度
か
ら
策
定

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

取り下げ
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デザインマンホール事業　今後を聞く

高規格佐賀唐津道路の整備促進を！

コンパクトシティの形成に向けて！

サンライズストリートの
デザインマンホール

効率的で持続可能な都市へ

多久佐賀道路の計画図
（国道事務所資料より転載）

問　

①
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
事

業
に
つ
い
て
の
現
在
の
進
捗
状
況
②

上
下
水
道
フ
ェ
ア
で
の
今
後
の
マ
ン

ホ
ー
ル
Ｐ
Ｒ
策
と
は
③
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
の
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル

制
作
は
で
き
る
の
か
④
マ
ン
ホ
ー
ル

サ
ミ
ッ
ト
の
誘
致
に
つ
い
て
⑤
市
長

の
マ
ン
ホ
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト
誘
致
の
考

え
は
。

答
　
①
小
学
校
と
協
力
し
て
オ
リ

ジ
ナ
ル
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
作
成
や
、

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を
活
用
し
た

合
格
祈
願
グ
ッ
ズ
な
ど
を
検
討
中

②
議
員
提
案
の
マ
ン
ホ
ー
ル
総
選

挙
な
ど
の
魅
力
的
な
ア
イ
デ
ア
を

参
考
と
し
た
い
③
民
間
企
業
か
ら

は
商
品
開
発
等
に
つ
い
て
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
て
い
る
。
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
か
ら
も
相
談
が
あ
れ
ば

積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
④

ま
ず
は
来
年
の
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加

し
、
開
催
の
可
能
性
を
探
り
た
い

⑤
本
市
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
ひ

と
つ
の
手
段
と
捉
え
、
開
催
に
つ

い
て
は
様
々
な
可
能
性
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問　
①
佐
賀
唐
津
道
路
の
工
事
の
進

捗
状
況
は
②
東
多
久
町
か
ら
三
日
月

町
ま
で
の
多
久
佐
賀
道
路
Ⅰ
期
工
事

計
画
の
現
状
は
③
三
日
月
町
か
ら
国

道
34
号
ま
で
の
Ⅱ
期
工
事
の
現
状
は

④
こ
の
Ⅱ
期
工
事
区
間
は
、
事
業
主

体
さ
え
未
決
定
で
あ
る
。
国
・
県
に

対
し
事
業
促
進
の
提
案
活
動
を
一
層

強
化
す
べ
き
で
は
。

答
　
①
厳
木
多
久
有
料
道
路
と
厳

木
バ
イ
パ
ス
は
既
に
供
用
中
。
そ

こ
か
ら
唐
津
方
面
の
約
10
㌖
は
ま

だ
事
業
化
さ
れ
て
い
な
い
。
多
久

佐
賀
道
路
Ⅰ
期
は
国
の
事
業
と
し

て
調
査
設
計
に
着
手
さ
れ
、
多
久

佐
賀
道
路
Ⅱ
期
は
県
で
都
市
計
画

決
定
さ
れ
た
が
、
事
業
化
は
さ
れ

て
い
な
い
。
佐
賀
道
路
は
県
で
用

地
買
収
や
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
②
現
在
、
地
質
調
査
中
。
そ
の

結
果
を
基
に
構
造
的
な
検
討
が
行

わ
れ
る
予
定
③
事
業
主
体
が
決

ま
っ
て
い
な
い
④
佐
賀
唐
津
道
路

多
久
・
佐
賀
間
整
備
促
進
期
成
会

で
毎
年
要
望
活
動
を
実
施
し
て
お

り
、
今
後
も
行
っ
て
い
く
。

問　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に

向
け
た
立
地
適
正
化
計
画
の
取
り
組

み
で
、
50
戸
連れ
ん
た
ん檐
制
度
の
見
直
し
が

必
要
に
な
れ
ば
、
人
口
の
市
外
流
出

が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
佐
賀
市
だ
け

で
な
く
周
辺
自
治
体
を
含
め
た
都
市

圏
の
発
想
で
広
域
的
土
地
利
用
政
策

が
必
要
。
周
辺
自
治
体
と
の
協
議
の

考
え
は
。

答
　「
市
街
化
区
域
、
市
街
化
調

整
区
域
を
設
定
し
て
い
る
自
治
体
」

に
隣
接
し
て
い
る
「
市
街
化
区
域

等
を
設
定
し
て
い
な
い
自
治
体
」

で
は
住
宅
開
発
が
進
む
事
例
が
あ

る
。
本
市
の
50
戸
連れ

ん
た
ん檐

制
度
を
見

直
し
た
場
合
、
近
隣
自
治
体
へ
の

人
口
流
出
に
な
り
か
ね
な
い
た
め
、

都
市
計
画
の
広
域
連
携
は
必
要
で

あ
る
。
広
域
的
視
点
で
の
コ
ン
パ

ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、

県
や
近
隣
自
治
体
と
広
域
化
に
つ

い
て
模
索
し
て
い
き
た
い
。

食物アレルギーの積極的な改善を

佐賀空港を生かしたまちづくりへ！

生理の貧困対策の先に目指す社会は

小学生の送迎の問題について

給食の食物アレルギー改善の
ために（写真はイメージ）

「九州の人流・物流の拠点化」
を目指す佐賀空港

本庁１階トイレに引換カー
ド。生理用品の設置を！

通学路の安全確保
（写真はイメージ）

問　
学
校
給
食
の
現
場
で
は
安
全
の

た
め
に
、
事
前
に
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

の
状
況
を
し
っ
か
り
個
別
に
把
握
し
、

情
報
共
有
し
て
対
応
し
て
い
る
こ
と

は
理
解
し
て
い
る
が
、
例
え
ば
ア
レ

ル
ギ
ー
に
関
す
る
最
新
の
知
見
や
情

報
を
保
護
者
と
共
有
し
、
積
極
的
に

改
善
に
つ
な
げ
る
よ
う
な
施
策
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

答
　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
児
童
や

生
徒
の
生
命
に
関
わ
る
重
大
な
問

題
で
あ
る
た
め
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を

有
す
る
児
童
や
生
徒
へ
の
給
食
の

提
供
に
際
し
て
、
個
別
に
対
応
を

行
っ
て
い
る
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

そ
の
も
の
の
改
善
は
難
し
い
た
め
、

医
師
の
診
断
内
容
や
児
童
・
生
徒

の
体
調
等
に
つ
い
て
保
護
者
と
情

報
共
有
し
、
除
去
食
や
代
替
食
等

の
対
応
に
よ
り
、
今
後
一
人
で
も

多
く
の
児
童
や
生
徒
が
友
達
と
一

緒
に
楽
し
く
給
食
を
食
べ
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
佐
賀
空
港
に
お
い
て
は
「
ア
ジ

ア
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
九
州
の
人

流
・
物
流
の
拠
点
化
」
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
を
県
が
示
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
空
港
立
地
自
治
体
で
あ
る

佐
賀
市
は
、
こ
の
「
佐
賀
空
港
が
め

ざ
す
将
来
像
」
を
今
後
の
市
南
部
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
生
か
し
て

い
く
の
か
。

答
　
佐
賀
空
港
の
滑
走
路
延
長
は
、

既
存
路
線
の
増
便
等
に
よ
り
人
や
モ

ノ
の
交
流
が
拡
大
し
、
地
域
の
発
展

に
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
、
本
市

も
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
生
か
し
な
が

ら
観
光
客
誘
致
、
地
場
産
品
の
市
場

開
拓
や
販
路
拡
大
等
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。
そ
こ
で
市
南
部
地
域
の

物
流
拠
点
構
想
は
、
拠
点
設
置
に
よ

る
地
域
経
済
活
性
化
の
可
能
性
を
調

査
研
究
し
、
本
構
想
の
策
定
に
向
け

て
着
実
に
検
討
を
進
め
た
い
。
取
扱

貨
物
は
、
農
産
品
、
水
産
品
、
半
導

体
等
を
含
め
、
南
部
地
域
の
持
つ
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
用
し
、
そ
の
可
能

性
を
幅
広
く
検
討
す
る
。

問　
生
理
の
貧
困
対
策
は
、
世
界
的

な
傾
向
と
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

実
現
へ
と
進
ん
で
い
る
。
昨
年
の
一

般
質
問
で
、
小
中
モ
デ
ル
校
で
の
生

理
用
品
設
置
、
公
共
施
設
で
引
換
券

の
設
置
拡
大
を
検
討
す
る
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
対
応
は
。

ま
た
、
市
が
目
指
す
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
社
会
と
は
。

答
　
令
和
４
年
５
月
か
ら
小
中
各

２
校
を
モ
デ
ル
校
と
し
生
理
用
品

の
設
置
を
開
始
し
た
。
児
童
・
生

徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
受
け

全
て
の
市
立
小
・
中
学
校
で
設
置

す
る
よ
う
努
め
、
今
年
11
月
末
現

在
で
設
置
率
は
約
70
％
で
あ
る
。

引
換
券
は
令
和
５
年
３
月
か
ら
８

カ
所
に
設
置
し
、
今
年
11
月
末
現

在
で
２
９
７
個
を
配
布
し
た
。
今

後
、
生
理
用
品
の
常
設
を
念
頭
に

前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
市
と
し
て
、
固
定
的
な
性
別
役

割
分
担
意
識
の
解
消
や
男
性
の
育

児
休
業
取
得
率
向
上
等
に
取
り
組

み
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
を
意

識
し
な
く
て
よ
い
社
会
を
実
現
し

た
い
。

問　
近
頃
、
小
学
生
の
車
で
の
送
迎

に
係
る
交
通
渋
滞
や
隣
接
す
る
公
民

館
へ
の
駐
車
に
よ
り
本
来
の
公
民
館

利
用
者
が
駐
車
場
を
利
用
で
き
な
い

状
況
が
見
受
け
ら
れ
る
が
①
ど
の
よ

う
に
対
策
し
て
い
る
の
か
②
公
民
館

に
利
用
者
以
外
の
駐
車
を
禁
止
し
て

い
る
旨
の
看
板
等
を
設
置
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
　
①
児
童
の
通
学
は
特
別
な
事

情
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
原
則

徒
歩
と
な
っ
て
い
る
。
交
通
渋
滞

や
近
隣
の
施
設
へ
の
駐
車
に
つ
い

て
の
相
談
電
話
も
あ
り
、
折
に
触

れ
て
、
学
校
だ
よ
り
や
学
校
メ
ー

ル
等
に
よ
り
車
で
送
迎
し
な
い
よ

う
保
護
者
に
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、

校
長
会
等
で
通
学
は
原
則
徒
歩
で

あ
る
こ
と
を
保
護
者
に
伝
え
る
よ

う
依
頼
し
た
い
②
公
民
館
の
駐
車

場
は
、
関
係
の
な
い
方
の
利
用
は

原
則
で
き
な
い
。
今
後
、
看
板
の

設
置
等
に
よ
り
注
意
喚
起
す
る
な

ど
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

（自民政進会）

永
ながふち

渕  史
ふみたか

孝 5

（自民清流）

西
にしおか

岡  真
しんいち

一 9

（自民さが）

千
ち

綿
わた

  正
まさあき

明 10

（自民政進会）

堤
つつみ

  正
まさゆき

之 7（公明党）

野
の

中
なか

  宣
のぶあき

明 11

（自民政進会）

嘉
か

村
むら

 弘
ひろかず

和 8（自民政進会）

諸
もろどみ

冨  八
や ち よ

千代 12

バルーン大会の反省と取り組みは

離着陸時には国内外の選手と
地元住民の交流が生まれます

問　
今
年
の
佐
賀
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
は
、
海
外

選
手
が
４
年
ぶ
り
に
参
加
し
、
コ
ロ

ナ
禍
前
の
国
際
色
豊
か
な
光
景
が

戻
っ
た
。
①
交
通
渋
滞
で
競
技
開
始

が
50
分
遅
れ
た
が
、
そ
の
原
因
と
反

省
点
は
②
将
来
に
わ
た
り
大
会
を
支

え
て
い
く
た
め
の
バ
ル
ー
ニ
ス
ト
の

後
継
者
対
策
は
。

答
　
①
天
候
と
曜
日
の
配
列
に
恵

ま
れ
連
休
初
日
に
観
客
が
集
中
し

た
こ
と
で
、
交
通
混
雑
や
違
法
駐

車
の
発
生
が
あ
り
、
競
技
時
間
の

遅
れ
が
生
じ
た
。
そ
の
後
、
す
ぐ

に
警
備
員
の
配
置
を
見
直
す
な
ど

の
対
応
を
行
っ
た
。
今
後
は
さ
ら

に
駐
車
場
の
確
保
や
警
備
員
・
誘

導
看
板
の
適
正
な
配
置
を
検
討
し
、

支
障
が
出
な
い
よ
う
に
努
め
た
い

②
佐
賀
大
学
に
熱
気
球
部
が
あ
り
、

他
県
か
ら
入
学
さ
れ
、
熱
気
球
を

有
す
る
市
内
企
業
に
就
職
す
る
方

も
い
る
。
若
い
世
代
の
市
民
が
熱

気
球
に
携
わ
り
、
佐
賀
の
バ
ル
ー

ン
文
化
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

（緑楠自民）

中
なか

野
の

  茂
しげやす

康 13

※
2

※ 2　50 戸連
れんたん

檐制度…市街化調整区域内のおおむね 50 以上の建築物が連
れんたん

檐している区域で、一定の条件を
条例で定めることにより開発行為を可能とする制度
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困難な時代に対応する職員の育成を

人と犬猫等の動物が共生するために

佐賀市学校教育の現状と課題を問う

複雑な課題解決には多様な
経験が重要（写真はイメージ）

ずっと愛情を持って飼いま
しょう！（写真はイメージ）

成果を上げている学校を研究
し、積極的に共有・活用を

問　
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
行
政
課

題
を
解
決
す
る
に
は
職
員
の
能
力
を

最
大
限
引
き
出
す
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
職
員
が
多
様
な

経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
る
他
組
織

へ
の
派
遣
研
修
が
有
効
だ
。
そ
の
中

で
も
民
間
企
業
へ
の
派
遣
研
修
が
有

効
だ
と
考
え
る
が
本
市
の
見
解
は
。

答
　
行
政
課
題
に
柔
軟
か
つ
的
確

に
対
応
す
る
た
め
の
能
力
を
育
成

す
る
た
め
に
、Ｊ
Ｒ
九
州
、百
貨
店
、

報
道
機
関
、
旅
行
会
社
な
ど
の
民

間
企
業
へ
の
派
遣
研
修
を
行
っ
て

い
た
が
、
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国

ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
に
向
け
た
人
員

の
確
保
な
ど
の
た
め
、
令
和
元
年

度
を
最
後
に
実
施
し
て
い
な
い
。

民
間
企
業
で
の
実
務
を
経
験
す
る

こ
と
で
新
た
な
視
点
や
知
識
を
身

に
つ
け
、
行
政
の
様
々
な
課
題
に

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
職
員
を

育
成
す
る
こ
と
は
本
市
の
施
策
の

推
進
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
た
め
、

再
開
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問　
①
飼
い
主
へ
の
マ
ナ
ー
周
知
と

市
民
へ
の
動
物
愛
護
の
啓
発
を
工
夫

す
る
べ
き
で
は
②
夜
間
の
動
物
病
院

が
欲
し
い
と
の
声
が
あ
る
が
③
地
域

猫
活
動
者
の
毎
日
の
餌
代
の
負
担
も

大
き
い
。
新
た
に
餌
代
な
ど
の
補
助

が
で
き
な
い
か
④
補
助
を
し
て
い
る

自
治
体
の
状
況
を
調
査
す
る
こ
と
か

ら
で
き
な
い
か
。

答
　
①
毎
年
行
っ
て
い
る
環
境
パ

ネ
ル
展
の
際
に
、
動
物
愛
護
や
適

正
飼
育
の
啓
発
に
つ
い
て
市
民
の

目
を
引
く
よ
う
工
夫
し
実
施
し
た

い
②
現
在
、
夜
間
診
療
は
さ
れ
て

い
な
い
が
、
県
獣
医
師
会
と
の
意

見
交
換
の
際
、
夜
間
の
診
療
に
つ

い
て
話
を
し
た
い
③
新
た
に
地
域

猫
活
動
を
行
う
自
治
会
も
あ
り
事

業
費
増
が
見
込
ま
れ
る
。
餌
代
へ

の
補
助
は
現
時
点
で
は
困
難
だ
が
、

費
用
負
担
軽
減
の
た
め
捕
獲
機
貸

出
は
継
続
し
た
い
④
餌
代
等
を
補

助
す
る
自
治
体
の
調
査
は
可
能
。

地
域
猫
活
動
は
１
割
弱
の
自
治
会

し
か
実
施
し
て
お
ら
ず
、
ま
ず
は

取
り
組
む
自
治
会
を
増
や
し
た
い
。

問　

①
総
合
計
画
の
学
校
教
育
に

係
る
成
果
指
標
を
評
価
可
能
な
内
容

に
す
べ
き
で
は
②
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
の
各
学
校
の
成
果
を
研
究

し
活
用
す
べ
き
で
は
③
調
査
結
果
を

も
っ
と
早
く
公
表
す
べ
き
で
は
④
学

力
向
上
の
た
め
に
市
が
実
施
し
て
い

る
研
究
・
研
修
は
⑤
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
速
や
か
に
更
新
を
。

答
　
①
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
項
目
を
成
果
指
標
と
す
る
こ

と
で
の
利
点
は
あ
る
。
成
果
指
標

に
適
し
た
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
積
極

的
に
活
用
し
た
い
②
よ
い
結
果
の

学
校
の
取
り
組
み
を
他
校
と
情
報

共
有
し
学
力
向
上
に
つ
な
げ
た
い

③
業
務
負
担
を
考
慮
し
つ
つ
分
析

結
果
も
早
く
公
表
す
る
よ
う
検
討

す
る
④
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活
用
で
の
指

導
力
向
上
や
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
の
結
果
の
分
析
に
よ
る
授

業
実
践
の
研
究
、
学
力
向
上
や
特

別
支
援
教
育
に
関
す
る
研
修
な
ど

⑤
更
新
が
滞
っ
て
い
る
も
の
な
ど
、

内
容
を
確
認
し
、
速
や
か
に
更
新

や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
見
直
し
を
行
う
。

一人一台の学習用端末活用を急げ‼

「子どもの医療費助成」の拡充を！

オスプレイ事故の市民説明会を

通学路の歩道整備の早期完了を！

学校にある一人一台の学習用
端末。もっと活用しよう！

高校生も安心して医療を
受けられる体制に

目達原駐屯地で説明を受けた
時、屋久島沖では墜落事故が

学校付近の歩道の幅は、
約１メートル

問　
市
内
の
小
・
中
学
校
に
一
人
一

台
配
置
の
学
習
用
端
末
に
つ
い
て
①
な

ぜ
活
用
が
遅
れ
て
い
る
の
か
②
故
障
等

で
の
修
理
費
用
の
市
負
担
額
は
③
教
師

向
け
研
修
の
内
容
は
④
こ
の
研
修
は
全

市
的
に
行
う
べ
き
で
は
⑤
不
登
校
児

童
・
生
徒
へ
の
活
用
は
大
丈
夫
な
の
か

⑥
校
務
改
善
等
に
今
後
活
用
で
き
な
い

か
。

答
　
①
教
員
の
習
熟
に
課
題
が
あ

る
と
考
え
る
②
令
和
４
年
度
は
約

１
３
０
０
万
円
で
あ
る
③
実
際
の

使
用
場
面
を
想
定
し
た
研
修
内
容
で

あ
り
、
教
員
間
の
意
見
交
換
も
行
わ

れ
た
④
各
学
校
の
教
育
情
報
化
推
進

リ
ー
ダ
ー
を
対
象
に
研
修
を
行
っ
て

い
る
⑤
懸
念
さ
れ
る
事
項
は
あ
る

が
、
全
て
の
子
ど
も
の
学
び
の
機
会

を
確
保
し
、
不
登
校
対
策
に
も
積
極

的
に
取
り
組
み
た
い
⑥
現
在
も
さ
ま

ざ
ま
な
教
育
活
動
や
校
務
に
役
立
て

て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
業
務
改
善
を

進
め
る
た
め
、
新
た
な
校
務
支
援
ソ

フ
ト
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
本
市
で
は
現
在
、
中
学
生
ま
で

と
な
っ
て
い
る
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

制
度
。
高
校
生
年
代
は
、
思
春
期
特
有

の
疾
病
や
怪
我
で
医
療
機
関
を
利
用
す

る
人
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
何
か
と

お
金
が
か
か
る
年
代
で
も
あ
る
。
全
国

的
に
も
拡
充
傾
向
に
あ
り
、
本
市
で
も

高
校
生
年
代
ま
で
の
拡
充
が
で
き
な
い

か
。

答
　
高
校
生
年
代
ま
で
拡
充
し
た

場
合
、
毎
年
約
１
億
２
千
万
円
が
必

要
と
試
算
し
て
お
り
、
継
続
し
た
財

政
負
担
が
見
込
ま
れ
る
た
め
慎
重
な

判
断
が
必
要
。
近
隣
県
で
は
、
県
の

補
助
拡
大
が
市
町
村
の
助
成
対
象
を

拡
大
す
る
契
機
に
な
っ
た
と
聞
く
。

佐
賀
県
に
対
し
小
学
生
以
上
の
補
助

拡
大
を
要
請
し
て
お
り
、
そ
の
拡
大

が
高
校
生
年
代
ま
で
の
助
成
対
象
拡

大
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
保
護
者

に
と
っ
て
は
受
診
し
や
す
い
環
境
や

経
済
的
な
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
補
助
拡
大
は
期
待
が
大
き
い

と
認
識
し
て
お
り
、
引
き
続
き
県
に

強
く
要
望
す
る
。

問　
11
月
末
、
屋
久
島
沖
で
米
空
軍

Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
が
墜
落
し
乗
員
８

名
全
員
が
死
亡
す
る
重
大
事
故
を
起
こ

し
た
。
市
長
の
駐
屯
地
受
け
入
れ
表
明

後
も
、
死
亡
事
故
や
陸
自
機
の
緊
急
着

陸
な
ど
が
続
い
て
い
る
。
受
け
入
れ

を
判
断
し
た
市
長
の
責
任
で
、
防
衛
省

を
呼
ん
で
市
民
説
明
会
を
開
く
べ
き
で

は
。

答
　
オ
ス
プ
レ
イ
の
運
用
は
、
防

衛
省
が
責
任
を
持
っ
て
最
大
限
の
安

全
対
策
を
行
い
、
安
全
性
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

防
衛
省
か
ら
は
、
今
回
の
事
故
を
受

け
た
地
元
の
懸
念
の
声
を
真
摯
に
受

け
止
め
、不
断
に
情
報
収
集
を
行
い
、

得
ら
れ
た
情
報
を
基
に
適
切
に
情
報

提
供
を
行
う
旨
の
説
明
を
受
け
て
お

り
、
市
と
し
て
、
ま
ず
は
オ
ス
プ
レ

イ
の
安
全
対
策
を
徹
底
す
る
と
と
も

に
、
情
報
を
速
や
か
に
提
供
す
る
こ

と
を
求
め
、
得
ら
れ
た
情
報
を
適
切

に
公
開
し
て
い
き
た
い
。

問　
国
道
４
４
４
号
の
南
川
副
小
学

校
南
側
の
歩
道
は
、
合
併
前
の
川
副
町

で
最
優
先
の
整
備
箇
所
と
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
工
事
の
進
捗
は
遅
れ
て
お

り
、
今
年
度
中
の
完
了
は
難
し
い
状
況

で
あ
る
①
工
事
の
進
捗
状
況
は
②
整
備

の
延
長
と
歩
道
幅
は
③
工
事
完
了
の
時

期
は
。

答
　
指
摘
の
歩
道
は
合
併
前
の
最

優
先
箇
所
で
、
小
学
校
か
ら
も
拡
幅

が
要
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
が
、
国
道
４
４
４
号
を
整
備

し
て
い
る
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
①

事
業
用
地
の
取
得
は
完
了
し
、
現
在

工
事
の
準
備
中
で
あ
る
②
延
長
は
約

58
・
５
㍍
で
あ
り
、
幅
員
は
現
況
の

約
１
㍍
か
ら
約
２
・
２
㍍
に
拡
幅
す

る
計
画
で
あ
る
③
本
年
10
月
に
工
事

の
入
札
不
調
が
あ
り
、
現
在
、
再
入

札
の
手
続
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
６

年
夏
頃
の
工
事
完
了
を
目
指
し
た
い

と
の
こ
と
。

（自民政進会）

福
ふく

井
い

  章
しょう

司
じ 17

（ネットワーク佐賀）

江
え

口
ぐち

  善
よし

己
み 18

（自民さが）

川
かわさき

﨑  健
けん

二
じ 14

（ネットワーク佐賀）

富
とみなが

永  明
あけ

美
み 19

（自民さが）

稲
いな

葉
ば

  嵩
たかひろ

広 15

（市民共同）

山
やました

下  明
あき

子
こ 20

（公明党）

中
なかしま

島  妙
たえ

子
こ 16

東与賀町・川副町の水道料金格差是正

毎日使う水道は公平公正な
料金設定に！

問　
佐
賀
市
と
川
副
町
、
東
与
賀
町

は
、
水
道
料
金
に
ま
だ
格
差
が
あ
る
。

川
副
町
、
東
与
賀
町
も
佐
賀
市
な
の

で
、
水
道
供
給
は
佐
賀
市
上
下
水
道

局
が
行
っ
て
ほ
し
い
。
現
在
工
事
中

の
佐
賀
駐
屯
地
（
仮
称
）
完
成
ま
で

に
は
水
道
料
金
の
格
差
を
な
く
す
べ

き
で
あ
る
と
思
う
が
市
長
の
見
解
は
。

答
　
川
副
町
、
東
与
賀
町
に
お
け

る
水
道
料
金
の
不
均
衡
は
、
佐
賀

市
上
下
水
道
局
と
佐
賀
東
部
水
道

企
業
団
と
い
う
異
な
る
水
道
事
業

体
の
給
水
区
域
や
料
金
設
定
の
相

違
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
、
基
本
料
金
の
統
一
や
補

助
に
よ
る
対
策
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
今
後
と
も
、
社
会
情
勢
の
変

化
や
人
口
動
態
等
も
見
据
え
な
が

ら
、
佐
賀
東
部
水
道
企
業
団
と
の

連
携
も
含
め
、
不
均
衡
を
是
正
す

る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
検

討
し
、
よ
り
良
い
水
道
事
業
を
展

開
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め

た
い
。

（自民清流）

重
しげまつ

松  徹
とおる 21
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神野公園の未来について考えよう！

佐賀市南北軸の公共交通の強化を

市有地や公園・広場等の利活用を

佐賀市の人気レジャー施設
神野公園・こどもゆうえんち

日田彦山線で運営が開始
された BRT

造成後 29 年程が経過。「しず
か池と樹林地と多目的広場」

問　
①
駐
車
場
を
集
約
し
収
容
台
数

を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
②
広
場

や
駐
車
場
の
確
保
、
子
ど
も
の
安
全

の
た
め
ト
ン
ボ
池
は
廃
止
す
べ
き
で

は
③
犬
の
水
飲
み
場
や
リ
ー
ド
フ
ッ

ク
な
ど
犬
連
れ
で
散
歩
し
易
い
環
境

整
備
を
求
め
る
が
④
園
路
整
備
を
求

め
る
が
⑤
防
災
機
能
の
充
実
を
求
め

る
が
ど
う
か
。

答
　
①
再
整
備
計
画
は
ま
だ
議
論

の
過
程
の
段
階
。駐
車
場
の
問
題
は
、

再
整
備
検
討
委
員
会
の
中
で
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
②
ト
ン
ボ
池
は
存

続
す
る
方
向
。
学
び
の
体
験
の
ほ
か

に
、
新
し
い
楽
し
み
方
を
提
供
で
き

な
い
か
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
③

犬
の
散
歩
に
特
化
し
た
整
備
は
ま
だ

検
討
し
て
い
な
い
が
、
利
用
者
が
尊

重
し
合
い
、
共
存
で
き
る
空
間
に
し

て
い
き
た
い
④
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス

や
利
用
者
の
安
全
確
保
の
面
も
踏
ま

え
、
考
え
て
い
き
た
い
⑤
防
災
関
連

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
再
整
備
検

討
委
員
会
内
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指
す

本
市
に
お
い
て
拠
点
区
域
を
結
ぶ
南

北
軸
の
公
共
交
通
網
の
強
化
が
必
要

と
考
え
る
が
①
旧
佐
賀
線
跡
を
利
用

し
た
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
検
討
し
て
は
ど
う
か

②
富
士
大
和
温
泉
病
院
を
起
点
に
同

じ
く
佐
賀
空
港
ま
で
の
Ｂ※
3

Ｒ
Ｔ
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
①
立
地
適
正
化
計
画
で
は
市

中
心
部
と
諸
富
支
所
周
辺
を
公
共

交
通
で
結
び
、
利
便
性
向
上
を
図

る
こ
と
は
重
要
と
考
え
て
い
る
が
、

並
行
し
て
い
る
国
道
２
０
８
号
に

は
市
営
バ
ス
、
西
鉄
バ
ス
が
運
行

さ
れ
、
拠
点
間
の
公
共
交
通
は
確

保
さ
れ
て
お
り
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
導
入
は

困
難
と
考
え
る
②
佐
賀
空
港
の

物
流
拠
点
化
で
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
強
化
は
重
要
と
な
る
。
ま

た
、
バ
ス
利
用
者
増
と
そ
れ
に
対

応
す
る
輸
送
力
確
保
も
必
要
。
今

後
の
南
部
地
域
開
発
等
に
応
じ
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
は
必
要
で
あ

り
、
交
通
事
業
者
等
と
協
議
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

問　
①
造
成
後
29
年
程
経
つ
久
保
泉

工
業
団
地
内
の
公
園
は
利
用
者
が
少

な
い
。
売
却
を
検
討
し
て
は
②
市
所

有
の
公
園
や
広
場
に
お
け
る
熱
中
症

対
策
は
③
久
保
泉
工
業
団
地
内
公
園

の
活
用
に
つ
い
て
の
相
談
は
④
駐
車

場
付
き
の
し
ず
か
池
公
園
に
つ
い
て
、

官
民
連
携
等
の
民
間
の
力
に
よ
る
活

用
は
ど
う
か
。

答
　
①
工
場
立
地
法
上
、
一
定
面

積
の
公
園
、
緑
地
の
整
備
が
必
要

で
、
公
園
の
用
途
を
廃
止
し
、
売

却
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
②
木

陰
を
意
識
し
た
公
園
整
備
を
実
施

し
て
い
く
③
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
場
と

し
て
の
利
用
に
つ
い
て
、
地
元
住

民
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
利
用
は
可
能
と
し
た
④
公
園
の

利
活
用
に
つ
い
て
は
、
公
園
利
用

に
支
障
が
な
く
、
公
園
の
利
便
性

向
上
に
つ
な
が
れ
ば
問
題
な
い
。

民
間
に
よ
る
公
園
内
施
設
等
の
設

置
は
、
行
政
財
産
の
目
的
外
使
用

と
な
る
が
、
利
活
用
の
相
談
が
あ

れ
ば
、
内
容
を
伺
い
な
が
ら
対
応

す
る
。

中小企業・小規模事業所への支援

子育て支援の充実で人口減少対策を

島義勇没後１５０年記念事業を

地域を支えるさまざまな業種

市の人口減少は喫緊の問題で
す！

城内西公園に建つ島義勇公

問　
中
小
企
業
等
は
地
域
経
済
を
支

え
る
重
要
な
存
在
で
あ
る
。
①
佐
賀

市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条

例
施
行
後
の
施
策
に
つ
い
て
②
中
小

企
業
等
の
今
後
の
事
業
展
開
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
③
中
小

企
業
等
に
お
け
る
経
営
の
強
化
に
つ

い
て
佐
賀
市
の
取
り
組
み
方
針
を
示

せ
。

答
　
①
施
行
後
物
価
上
昇
等
の
影

響
を
受
け
て
い
る
事
業
者
や
住
民

生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
緊
急
的

な
施
策
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
き

た
②
業
務
改
善
に
よ
る
コ
ス
ト
削

減
、
販
路
拡
大
に
よ
る
売
上
増
加
、

そ
れ
ら
を
推
進
す
る
社
内
人
材
の

育
成
が
重
要
視
さ
れ
る
傾
向
で
、

企
業
の
稼
ぐ
力
の
強
化
が
重
要
③

業
務
改
善
・
効
率
化
に
向
け
て
デ

ジ
タ
ル
化
や
Ｄ
Ｘ
推
進
の
実
効
性

を
高
め
る
た
め
、
企
業
を
直
接
訪

問
し
経
営
課
題
の
整
理
か
ら
丁
寧

に
伴
走
支
援
す
る
予
定
。
地
産
地

消
の
推
進
に
向
け
た
マ
ッ
チ
ン
グ

等
、
総
合
的
な
推
進
で
活
力
あ
る

中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
。

問　

本
市
は
合
併
後
に
人
口
が
約

８
千
人
減
少
し
て
お
り
、
川
副
町
が

３
０
２
７
人
と
最
も
減
少
。
一
方
、

福
岡
市
は
年
間
１
万
３
千
人
増
加
し

て
い
る
。
本
市
は
人
口
減
少
対
策
と

し
て
、
給
食
費
や
第
二
子
以
降
の
保

育
料
の
無
償
化
な
ど
、
子
育
て
支
援

に
重
点
を
置
い
た
大
胆
な
政
策
を
断

行
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
少
子
化
問
題
も
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
人
口
減
少
へ
の
対
応
は

本
市
の
現
状
を
分
析
し
、
世
代
ご

と
に
人
口
流
出
を
抑
え
る
取
り
組

み
が
重
要
と
考
え
、
今
か
ら
何
を

す
べ
き
か
を
全
庁
的
に
検
討
を
進

め
て
い
る
。
来
た
る
べ
き
人
口
減

少
社
会
へ
の
対
応
は
最
重
要
課
題

の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持

ち
な
が
ら
、
未
来
に
向
け
て
総
合

計
画
の
検
討
を
行
う
中
で
、
効
果

的
で
実
効
性
の
あ
る
施
策
に
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
み
た
い
。

問　

来
年
度
は
、
島
義
勇
公
没
後

１
５
０
年
の
節
目
に
あ
た
る
。
そ
の

功
績
は
顕
著
で
、
北
海
道
の
開
拓
使

判
官
と
し
て
札
幌
市
の
都
市
計
画
の

基
礎
を
作
る
等
、
多
く
の
事
業
を
成

し
遂
げ
た
偉
人
で
あ
る
。
功
績
を
顕

彰
す
る
記
念
行
事
の
開
催
や
札
幌
市

と
の
交
流
事
業
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
は
。

答
　
島
義
勇
を
は
じ
め
と
す
る
佐

賀
出
身
の
偉
人
を
広
く
知
っ
て
も

ら
う
機
会
を
つ
く
る
こ
と
は
大
切

で
あ
る
。
県
に
お
い
て
島
義
勇
を

テ
ー
マ
に
し
た
顕
彰
事
業
が
検
討

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

札
幌
市
や
県
と
情
報
共
有
し
な
が

ら
、
役
割
を
踏
ま
え
て
顕
彰
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
交
流
事
業

に
つ
い
て
は
、
他
の
事
例
等
を
参

考
に
し
な
が
ら
具
体
的
な
内
容
を

検
討
し
た
い
。

◎
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
す
る
先
進

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
指
導
者
や
活
動
場
所
の
確
保
等
、
地
域
移

行
に
際
し
て
検
討
を
要
す
る
事
項
に
つ
い
て

幅
広
く
調
査
を
行
い
、
地
域
移
行
に
向
け
た

課
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

◎
議
場
設
備
に
つ
い
て

　
豊
田
市
は
議
場
全
体
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が

行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
現
在
、
聴
覚
障
が

い
者
の
議
員
が
在
籍
し
て
お
り
、
本
会
議
中

な
ど
手
話
通
訳
者
を
議
員
の
前
に
配
置
し
て

い
た
。

　
津
市
は
最
前
列
お
よ
び
演
台
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
個
別
マ
イ

ク
や
大
型
モ
ニ
タ
ー
の
設
置
を
行
っ
て
い
た
。

　
豊
田
市
・
津
市
は
共
に
大
型
モ
ニ
タ
ー
や

個
別
マ
イ
ク
に
つ
い
て
、
今
後
設
置
や
運
用

に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
て
お
り
、
本
市
も
そ

の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

視
察
報
告

令
和
5
年
７
月
18
日
（
火
）

令
和
5
年
10
月
５
日
（
木
）

令
和
5
年
10
月
６
日
（
金
）

視
察
者
９
名（
　
　
　
　
　
）

視
察
者
10
名（
　
　
　
　
　
）

村
岡
、
西
岡
真
一
、
川
﨑
、
諸
冨
、

川
副
、
松
永
憲
明
、
重
田
、
福
井
、
山
下

山
口
、
松
永
憲
明
、
西
岡
真
一
、
村
岡
、
山
田
、

宮
﨑
、
松
永
幹
哉
、
重
松
、
江
頭
、
川
原
田

長
野
県
長
野
市

愛
知
県
豊
田
市

三
重
県
津
市

視察の様子

三重県津市 愛知県豊田市

（自民さが）

川
かわそえ

副  龍
りゅう

之
の

介
すけ 26

（自民清流）

平
ひらばる

原  嘉
よしのり

德 25

（公明党）

中
なかむら

村  宏
ひろ

志
し 22

（緑楠自民）

黒
くろ

田
だ

  利
とし

人
と 27 （自民清流）

御
みくりや

厨  洋
ひろゆき

行 23

（自民さが）

宮
みやざき

﨑  健
たけし 24

※ 3　BRT(Bus Rapid Transit)…走行空間、車両、運行管理等に様々な工夫をすることで、速達性、定時性、輸送力について、
従来のバスよりも高度な性能を発揮し、他の交通機関との接続性を高めるなど利用者に高い
利便性を提供する次世代のバスシステム

福
祉
教
育
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
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佐賀市議会の新しい構成

議 長
副 議 長
議 会 選 出 監 査 委 員

（自民政進会）
（自民さが）
（公明党）
（ネットワーク佐賀）
（自民さが）
（自民さが）
（自民清流）
（自民政進会）
（緑楠自民）

（ネットワーク佐賀）
（公明党）
（自民さが）
（ネットワーク佐賀）
（自民清流）
（自民さが）
（自民政進会）
（緑楠自民）
（市民共同）

（自民さが）
（自民清流）
（ネットワーク佐賀）
（自民政進会）
（ネットワーク佐賀）
（公明党）
（自民さが）
（緑楠自民）
（緑楠自民）

（緑楠自民）
（自民清流）
（ネットワーク佐賀）
（自民さが）
（公明党）
（緑楠自民）
（自民政進会）
（自民さが）

山 口 弘 展
松 永 幹 哉
中 野 茂 康

常任委員会

特別委員会

議会運営委員会

議会運営等改革検討会

議会広報広聴委員会

総務委員会

福祉教育委員会

経済産業委員会

建設環境委員会

佐賀空港の自衛隊駐屯地計画
に関する調査特別委員会

中核市移行に関する
調査特別委員会

九州新幹線整備に関する
調査特別委員会

常任委員会は主に、定例会で上程された議案のうち、それぞれの所管に応じて付託された
ものを審議します。

委 員 長
副委員長
委 員

〃
〃
〃
〃
〃
〃

委 員 長
副委員長
委 員

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

委 員 長
副委員長
委 員

〃
〃
〃
〃
〃
〃

委 員 長
副委員長
委 員

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

委 員 長
副委員長
委 員

〃
〃
〃
〃
〃
〃

委 員 長
副委員長
委 員

〃
〃
〃
〃
〃
〃

委 員 長
副委員長
委 員

〃
〃
〃
〃
〃

委 員 長
副委員長
委 員

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

委 員 長
副委員長
委 員

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

委 員 長
副委員長
委 員

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

永渕　史孝
江原　新子
中島　妙子
藤田　佳典
川﨑　健二
松永　幹哉
平原　嘉德
福井　章司
重田　音彦

重田　音彦
川副龍之介
西岡　真一
江原　新子
富永　明美
久米　勝也
中村　宏志
実松　尊信
江頭　弘美
堤　　正之

宮﨑　　健
富永　明美
中島　妙子
稲葉　嵩広
御厨　洋行
久米　勝也
実松　尊信
永渕　史孝
黒田　利人

川原田裕明
山田誠一郎
藤田　佳典
諸冨八千代
稲葉　嵩広
川﨑　健二
御厨　洋行
重田　音彦
野中　宣明
山下　明子

松永　憲明
中村　宏志
稲葉　嵩広
富永　明美
重松　　徹
江頭　弘美
堤　　正之
山口　弘展
山下　明子

川副龍之介
西岡　真一
江口　善己
諸冨八千代
久米　勝也
村岡　　卓
千綿　正明
川原田裕明
中野　茂康

実松　尊信
御厨　洋行
山田誠一郎
宮﨑　　健
野中　宣明
黒田　利人
嘉村　弘和
西岡　義広

黒田　利人
村岡　　卓
江口　善己
江原　新子
松永　憲明
宮﨑　　健
川副龍之介
平原　嘉德
堤　　正之
福井　章司
川原田裕明

江頭　弘美
実松　尊信
藤田　佳典
諸冨八千代
川﨑　健二
西岡　真一
久米　勝也
中村　宏志
千綿　正明
中野　茂康
山下　明子

野中　宣明
永渕　史孝
中島　妙子
稲葉　嵩広
御厨　洋行
富永　明美
山田誠一郎
重松　　徹
重田　音彦
嘉村　弘和
西岡　義広

本会議を傍聴
してみませんか？

どなたでも本会議を傍聴することが
できます。市議会ホームページで会
議の日程をご確認の上、お越しくだ
さい。たくさんの方の傍聴をお待ち
しています。

詳しくはこちら↓

～傍聴の流れ～

市役所（本庁
舎）東側玄関
の ス ロ ー プ
の先に傍聴専
用のエレベー
ターがありま
す。

議会で配付
される資料
です。
ご自由にお
取りくださ
い。

耳が不自由な方の
本会議傍聴の支援を
目的として、発言内容を
文字で表示する文字
情報用モニターを設置し
ています。

議場内にエレベーター
を設置しています。車
いすの方、足の不自
由な方は、職員が傍
聴席へご案内します。
備え付けの電話でご
連絡ください。

傍聴用の階段を上り、傍聴スタート！

エレベーターで
２階に上がりま
す。

受付用紙を準備
しています（任意
記入）。
難聴の方には、
赤外線補聴器の
貸し出しを行っ
ています。

途中からの傍聴、退出
もできます。

お車でお越しの方は、
駐車券の無料処理もお
忘れなく！

文字情報用モニタ
ー

議場内エレベータ
ー

閉会中の議場見学につきましては、議会事務局までご相談ください。（TEL 0952-40-7310）

特別委員会が新たに 2 つできました
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発

　行

　佐
賀
市
議
会

　
　編

　集

　議
会
広
報
広
聴
委
員
会

〒
8
4
0

－

8
5
0
1

　佐
賀
市
栄
町
1

－

1

　電
話
0
9
5
2

－

4
0

－

7
3
1
0

　令
和
６
年
２
月
15
日
発
行

この冊子は1部あたり14.5円で制作しています。
（ただし人件費など間接経費はふくまれていません。） この印刷物は大豆インキ

を使用しています。

再生紙を
使用しています。

佐賀北高等学校
芸術科書道専攻　３年

～表紙題字の作者紹介～

村岡　初姫さん
むらおか はつ  き

書道に携わりながら
美容の商品開発、経営
者を目指していきたい
です。

〔将来の夢〕

勢いのある右上がりの線と渇筆を表現
することで作品に立体感を出しました。

〔題字〕

私が書きました !!

市議会ホームページでは、議会に関する情報
を随時更新しています。

本会議の映像の視聴
本会議中は生中継で、
過去の本会議は録画中継で
ご覧いただけます。
本会議は、ぶんぶんテレビ
でも生放送しています。
（開会中１０時から最長１７時まで）

会議録の検索
平成２年以降の本会議および平成２１年以降の
常任委員会の会議録を掲載しています。

会議日程、議員名簿、政務活動費、議会だ
よりなども掲載しています。

Facebook でも、市議会の情報
や活動報告をお届けしています。

〔
現
地
視
察
〕
佐
賀
空
港
の
自
衛
隊
駐
屯

地
計
画
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
で

は
、
陸
上
自
衛
隊
目
達
原
駐
屯
地
の
現

地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

木
更
津
駐
屯
地
か
ら
飛
来
し
た
オ
ス

プ
レ
イ
の
実
機
を
視
察
し
、
機
体
の
特

徴
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
オ
ス
プ

レ
イ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

◎
２
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

２
月
27
日（
火
）

午
前
10
時
開
会（
予
定
）

会
期
日
程
等
に
つ
い
て
は
、
開
会
日

に
正
式
決
定
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

11
月
29
日
（
水
）
開
催

佐
賀
空
港
の
自
衛
隊

駐
屯
地
計
画
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

視察の様子

　昨年 10月の中間改選から早くも４カ月が経ちま
した。市議会議員の任期は４年間ですので、任期
の折り返し地点を過ぎたところです。
　今号から、新しい広報広聴委員会のメンバーで
「議会だより」を編集しています。「議会だより」
は年４回、定例会後に発行し、市内に全戸配布し
ています。定例会の議決状況や委員会の審査内容、
各議員の一般質問を中心に編集することから、ど
うしても「堅い」内容になりがちです。それをど
う改善し興味を持っていただけるかが、以前から
の課題でした。前メンバーから引き継いだ紙面リ
ニューアルの取り組みを進め、より多くの市民の
方に読んでいただけるように紙面づくりや広報活
動に努めてまいります。
　市民の大切な税金がどのように使われているの
か、佐賀市の現状や将来についてしっかりした議
論が行われているか、議会が市政のチェック機能
を十分に果たしているのかなどについて、皆さま
に関心を持っていただくことが、佐賀市を良い将
来へ導く原動力になると信じています。
　「こんな紙面にしてほしい」「この部分をもっと
分かりやすくしてほしい」など、この冊子を手に
取り読んでくださっているあなたのご意見をお気
軽にお聞かせください。

（委員長　川原田裕明）

　 新しい議会広報広聴委員会を
　　　　　　よろしくお願いします

市議会ホームページのご案内

Facebookのご案内

佐賀市議会

佐賀市議会フェイスブック


